




○添付資料の目次

 

１．経営成績・財政状態に関する分析 …………………………………………………………………………………… 2

(1) 経営成績に関する分析 ……………………………………………………………………………………………… 2

(2) 財政状態に関する分析 ……………………………………………………………………………………………… 3

２．経営方針 ………………………………………………………………………………………………………………… 4

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………………………… 4

４．連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………………… 5

(1) 連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………………… 5

(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ………………………………………………………………………… 7

連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………………… 7

連結包括利益計算書 ………………………………………………………………………………………………… 8

(3) 連結株主資本等変動計算書 ………………………………………………………………………………………… 9

(4) 連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………………… 11

(5) 連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………………… 12

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 12

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 12

（会計上の見積りの変更） ………………………………………………………………………………………… 12

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 13

（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………………………… 15

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 15

５．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 15

 

- 1 -

株式会社ジェイテック（2479）
平成28年３月期 決算短信



１．経営成績・財政状態に関する分析

(1) 経営成績に関する分析

（当期の経営成績）

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和などにより、企業収益の改善傾向が続

き、穏やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、中国を始めとするアジア新興国経済の減速等により、

海外景気の下振れリスクが高まり、景気の先行きは依然として不透明な状況にあります。

このような状況の中、当社グループの主力事業である技術職知財リース事業においては、燃料電池自動車や自動

運転技術を備えた先進安全自動車等の開発に伴った自動車関連分野の他、電子・電気機器関連や情報処理関連分野

へのテクノロジスト需要が増加しました。また、連結子会社である株式会社ジェイテックアーキテクトにおいて

は、2020年の東京オリンピックに向けた建設需要や東北の震災復興需要が根強く、当社グループの稼働率は高い水

準を維持しました。

さらに、当社グループ全体として採用活動を強化し、優秀なテクノロジストの確保に努めるとともに、高付加価

値業務への配属を推し進めることで売上高及び利益の増加を図りましたが、新規事業に伴う関連費用の増加や利益

寄与実現が遅れたこと等が利益押し下げ要因となりました。 

これらの結果、当連結会計年度の業績は売上高3,356百万円（前年同期比0.2％増）、営業利益73百万円（同

8.2％減）、経常利益76百万円（同2.4％減）、親会社株主に帰属する当期純利益47百万円（同18.9％減）となりま

した。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

① 技術職知財リース事業

電子・電気機器関連や情報処理関連分野の顧客企業からの取引が前年同期より増加したものの、他分野の減収

をカバーできず、事業全体の売上高は微減となりました。一方、原価管理の徹底及び経費の更なる削減に努めた

結果、売上高は3,197百万円（前年同期比1.4％減）、セグメント利益は375百万円（同1.9％増）となりました。 

② 一般派遣及びエンジニア派遣事業

ベンチャービジネスサポート株式会社（平成28年４月１日付で株式会社ジェイテックビジネスサポートに商号

変更）の設立及び他社からの事業譲受により新規取引が増加したものの、これに伴う費用の増加により、売上高

は159百万円（前年同期比50.8％増）、セグメント損失は３百万円（前連結会計年度は14百万円のセグメント利

益）となりました。

 

なお、当連結会計年度より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適

用し、「当期純利益」を「親会社株主に帰属する当期純利益」としております。

 

 

（次期の見通し）

次期の国内経済情勢については、2020年の東京オリンピックに向けて、最先端の自動車技術、道路・信号等のセ

ンサー、情報通信インフラ等の開発が活発化することが見込まれます。一方で、株安・円高による国内経済や、中

国をはじめとする海外経済の下振れリスク等に注視していく必要があります。このような状況の中、当社グループ

では引き続き技術職知財リース事業の拡大を図っていくとともに、前期から販売を開始した飲食店支援システム

「グルくる(R)」の代理店開拓にも注力し、消費者という新たな顧客層を取り入れることで高付加価値かつ多角的

なサービスを提供し、日々変化する顧客ニーズに素早く対応出来る体制を構築してまいります。また、システム開

発の請負業務にも注力し技術領域の拡大を図っていきます。さらに、連結子会社である株式会社ジェイテックビジ

ネスサポートにて介護事業へ参入することで、事業領域の拡大を図ってまいります。

これらの取り組みにより、次期の連結業績見通しにつきましては、売上高3,692百万円、営業利益92百万円、経

常利益91百万円、親会社株主に帰属する当期純利益65百万円を見込んでおります。
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(2) 財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末の資産合計は1,405百万円となり、前連結会計年度末より２百万円の減少となりました。これ

は主に現金及び預金の減少73百万円、売掛金の増加22百万円、のれんの増加52百万円によるものであります。

負債合計は709百万円となり、前連結会計年度末より51百万円の減少となりました。これは主に未払消費税等の

減少77百万円、預り金の増加10百万円、未払金の増加９百万円によるものであります。

純資産合計は695百万円となり、前連結会計年度末より49百万円の増加となりました。これは主に親会社株主に

帰属する当期純利益の計上による増加47百万円によるものであります。この結果、自己資本比率は49.5％と前連結

会計年度末の45.9％に比べ3.6ポイント上昇いたしました。

 

② キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ73百万円

減少（前連結会計年度は128百万円の増加）し、700百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は５百万円となりました。これは主に税金等調整前当期純利益の計上による76

百万円の増加等があったものの、未払消費税等の減少額77百万円、売上債権の増加額22百万円、法人税等の支払

額26百万円等により資金が減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は65百万円となりました。これは主に事業譲受による支出62百万円等により資

金が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は３百万円となりました。これは主に短期借入金の増加額６百万円等による資

金の増加があったものの、配当金の支払額８百万円等により資金が減少したことによるものであります。

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期

自己資本比率（％） 42.7 45.9 49.5

時価ベースの自己資本比率（％） 143.9 179.0 143.5

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 2.4 1.0 －

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 40.8 86.3 －

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

（注５）平成28年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、営業キ

ャッシュ・フローがマイナスであるため記載しておりません。
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２．経営方針

 平成27年３月期決算短信（平成27年５月８日開示）により開示を行った内容から重要な変更がないため開示を省略

しております。

 当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。

（当社ウェブサイト）

http://www.j-tec-cor.co.jp/index.html

（東京証券取引所ウェブサイト（上場会社情報検索ページ））

http://www.jpx.co.jp/listing/co-search/index.html

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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４．連結財務諸表

(1) 連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 774,185 700,623 

売掛金 421,623 443,722 

前払費用 41,380 37,345 

繰延税金資産 40,582 35,931 

その他 2,248 7,290 

貸倒引当金 △765 △898 

流動資産合計 1,279,256 1,224,016 

固定資産    

有形固定資産    

建物 25,621 25,621 

減価償却累計額 △12,636 △15,311 

建物（純額） 12,985 10,310 

工具、器具及び備品 24,600 20,887 

減価償却累計額 △19,822 △15,459 

工具、器具及び備品（純額） 4,777 5,428 

リース資産 4,710 3,577 

減価償却累計額 △1,442 △894 

リース資産（純額） 3,268 2,683 

有形固定資産合計 21,031 18,421 

無形固定資産    

ソフトウエア 4,216 4,933 

のれん 558 52,870 

その他 315 315 

無形固定資産合計 5,090 58,119 

投資その他の資産    

投資有価証券 25,542 30,016 

敷金及び保証金 77,065 74,498 

投資その他の資産合計 102,607 104,514 

固定資産合計 128,728 181,055 

資産合計 1,407,984 1,405,071 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

短期借入金 148,000 154,000 

未払金 126,942 136,308 

未払費用 57,067 50,030 

リース債務 602 589 

未払法人税等 17,232 15,754 

未払消費税等 114,825 37,440 

預り金 13,243 23,771 

賞与引当金 153,874 156,751 

その他 263 － 

流動負債合計 632,051 574,646 

固定負債    

リース債務 2,708 2,119 

繰延税金負債 4,270 5,412 

退職給付に係る負債 121,794 126,815 

その他 380 260 

固定負債合計 129,153 134,607 

負債合計 761,204 709,253 

純資産の部    

株主資本    

資本金 261,119 261,119 

資本剰余金 245,910 245,613 

利益剰余金 142,777 181,329 

自己株式 △659 △659 

株主資本合計 649,147 687,403 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 8,933 12,264 

退職給付に係る調整累計額 △11,535 △4,084 

その他の包括利益累計額合計 △2,602 8,180 

新株予約権 234 234 

純資産合計 646,779 695,818 

負債純資産合計 1,407,984 1,405,071 
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(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 3,348,526 3,356,589 

売上原価 2,602,448 2,538,033 

売上総利益 746,078 818,556 

販売費及び一般管理費 666,520 745,511 

営業利益 79,557 73,044 

営業外収益    

受取利息 12 18 

受取配当金 376 443 

助成金収入 － 4,500 

その他 119 385 

営業外収益合計 508 5,347 

営業外費用    

支払利息 1,818 2,050 

営業外費用合計 1,818 2,050 

経常利益 78,247 76,342 

税金等調整前当期純利益 78,247 76,342 

法人税、住民税及び事業税 24,547 24,639 

法人税等調整額 △4,001 4,651 

法人税等合計 20,545 29,291 

当期純利益 57,701 47,050 

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △296 － 

親会社株主に帰属する当期純利益 57,998 47,050 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当期純利益 57,701 47,050 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,896 3,331 

退職給付に係る調整額 16,430 7,451 

その他の包括利益合計 20,327 10,782 

包括利益 78,028 57,833 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 78,325 57,833 

非支配株主に係る包括利益 △296 － 
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(3) 連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 255,357 240,148 53,308 △659 548,154 

会計方針の変更による累積
的影響額     39,817   39,817 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 255,357 240,148 93,125 △659 587,972 

当期変動額          

新株の発行（新株予約権の
行使） 

5,761 5,761     11,523 

剰余金の配当     △8,346   △8,346 

親会社株主に帰属する当期
純利益     57,998   57,998 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 5,761 5,761 49,651 － 61,174 

当期末残高 261,119 245,910 142,777 △659 649,147 

 

             

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計 
 

その他有価証券
評価差額金 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 5,037 △27,966 △22,929 460 12,790 538,476 

会計方針の変更による累積
的影響額           39,817 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

5,037 △27,966 △22,929 460 12,790 578,294 

当期変動額            

新株の発行（新株予約権の
行使）           11,523 

剰余金の配当           △8,346 

親会社株主に帰属する当期
純利益           57,998 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 3,896 16,430 20,327 △225 △12,790 7,310 

当期変動額合計 3,896 16,430 20,327 △225 △12,790 68,485 

当期末残高 8,933 △11,535 △2,602 234 － 646,779 
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当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 261,119 245,910 142,777 △659 649,147 

会計方針の変更による累積
的影響額   △296 46   △250 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

261,119 245,613 142,823 △659 648,897 

当期変動額          

新株の発行（新株予約権の
行使）         － 

剰余金の配当     △8,545   △8,545 

親会社株主に帰属する当期
純利益     47,050   47,050 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － － 38,505 － 38,505 

当期末残高 261,119 245,613 181,329 △659 687,403 

 

             

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計 
 

その他有価証券
評価差額金 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 8,933 △11,535 △2,602 234 － 646,779 

会計方針の変更による累積
的影響額           △250 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 8,933 △11,535 △2,602 234 － 646,529 

当期変動額            

新株の発行（新株予約権の
行使）           － 

剰余金の配当           △8,545 

親会社株主に帰属する当期
純利益           47,050 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

3,331 7,451 10,782 － － 10,782 

当期変動額合計 3,331 7,451 10,782 － － 49,288 

当期末残高 12,264 △4,084 8,180 234 － 695,818 
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 78,247 76,342 

減価償却費 6,804 7,350 

のれん償却額 1,413 9,638 

受取利息及び受取配当金 △389 △461 

支払利息 1,818 2,050 

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,133 2,876 

売上債権の増減額（△は増加） △18,306 △22,099 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12,749 12,472 

未払金の増減額（△は減少） 6,401 8,598 

未払費用の増減額（△は減少） 1,100 △7,036 

未払消費税等の増減額（△は減少） 73,856 △77,385 

預り金の増減額（△は減少） △2,557 10,528 

その他 △7,159 474 

小計 173,113 23,348 

利息及び配当金の受取額 389 461 

利息の支払額 △1,758 △2,045 

法人税等の支払額 △19,992 △26,935 

営業活動によるキャッシュ・フロー 151,750 △5,170 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △6,566 △3,433 

無形固定資産の取得による支出 △3,103 △1,410 

子会社株式の取得による支出 △12,790 － 

事業譲受による支出 － △62,200 

敷金及び保証金の差入による支出 △17,664 △583 

敷金及び保証金の回収による収入 6,381 2,278 

その他 13 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,729 △65,348 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 8,000 6,000 

配当金の支払額 △8,282 △8,440 

株式の発行による収入 11,297 － 

リース債務の返済による支出 △855 △602 

財務活動によるキャッシュ・フロー 10,159 △3,042 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 128,181 △73,561 

現金及び現金同等物の期首残高 646,003 774,185 

現金及び現金同等物の期末残高 774,185 700,623 
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当連結会計年度から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変

動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、当連結会計年度の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処

理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法

に変更しております。加えて、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行

っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(3）、連結会計基準第44－５項(3）及び

事業分離等会計基準第57－４項(3）に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新たな会計方

針を遡及適用した場合の当連結会計年度の期首時点の累積的影響額を資本剰余金及び利益剰余金に加減しており

ます。なお、この変更による影響額は軽微であります。 

 

（会計上の見積りの変更）

（退職給付に係る負債の数理計算上の差異の費用処理年数の変更）

 従来、数理計算上の差異の費用処理年数は６年としておりましたが、従業員の平均残存勤務期間が短縮したた

め、当連結会計年度より費用処理年数を５年に変更しております。

 この結果、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ2,089千円減少して

おります。 
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（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

当社グループは「機械設計」「電気・電子設計」「ソフトウエア開発」「建築設計」の４分野を中心に、専

門技術を顧客企業に提供、支援する業務である「技術職知財リース事業」及び、主に製造業向けに労働者を派

遣する事業である「一般派遣及びエンジニア派遣事業」の２つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、財務諸表作成において採用している会計処理の原則及

び手続と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成26年４月１日  至 平成27年３月31日） 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）２ 

連結財務諸表 
計上額 

（注）１  
技術職知財 
リース事業 

一般派遣及び 
エンジニア 
派遣事業 

計 

売上高          

(1) 外部顧客への売上高 3,242,721 105,804 3,348,526 － 3,348,526 

(2) セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ － － － － 

計 3,242,721 105,804 3,348,526 － 3,348,526 

セグメント利益 368,240 14,437 382,678 △303,120 79,557 

セグメント資産 739,419 15,051 754,470 653,514 1,407,984 

その他の項目          

減価償却費 4,048 － 4,048 2,755 6,804 

有形固定資産及び無形固定資産の増
加額 

9,286 － 9,286 3,841 13,127 

（注）１．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

２．(1) セグメント利益の調整額（△303,120千円）の主なものは、親会社本社の管理部門に係る費用でありま

す。

(2) セグメント資産の調整額（653,514千円）の主なものは現金及び預金、敷金及び保証金及び親会社本社の

管理部門に係る資産であります。

(3) 減価償却費の調整額（2,755千円）は親会社本社における固定資産減価償却費であります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額(3,841千円)は親会社営業所における資産の取得であります。
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当連結会計年度（自 平成27年４月１日  至 平成28年３月31日） 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）２ 

連結財務諸表 
計上額 

（注）１  
技術職知財 
リース事業 

一般派遣及び 
エンジニア 
派遣事業 

計 

売上高          

(1) 外部顧客への売上高 3,197,771 158,818 3,356,589 － 3,356,589

(2) セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ 771 771 △771 － 

計 3,197,771 159,590 3,357,361 △771 3,356,589

セグメント利益 375,312 △3,565 371,747 △298,702 73,044

セグメント資産 717,455 102,405 819,860 585,211 1,405,071 

その他の項目          

減価償却費 4,872 － 4,872 2,478 7,350

有形固定資産及び無形固定資産の増
加額 

5,459 － 5,459 － 5,459

（注）１．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

２．(1) セグメント利益の調整額（△298,702千円）の主なものは、親会社本社の管理部門に係る費用でありま

す。

(2) セグメント資産の調整額（585,211千円）の主なものは現金及び預金、敷金及び保証金及び親会社本社の

管理部門に係る資産であります。

(3) 減価償却費の調整額（2,478千円）は親会社本社における固定資産減価償却費であります。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自  平成26年４月１日
至  平成27年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成27年４月１日
至  平成28年３月31日）

１株当たり純資産額 75.66円 81.40円

１株当たり当期純利益金額 6.85円 5.51円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 6.68円 5.41円

（注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

 

 
前連結会計年度

（自  平成26年４月１日
至  平成27年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成27年４月１日
至  平成28年３月31日）

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（千円）
57,998 47,050

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益金額（千円）
57,998 47,050

期中平均株式数（株） 8,473,014 8,545,000

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 204,168 159,250

（うち新株予約権（株）） (204,168) (159,250)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額の算定に含めなか

った潜在株式の概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

５．その他

該当事項はありません。
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